
●利府松島 •遠田商工会が誕生  （2）

●会長さんを訪ねて（玉造商工会） （3）

●商工会事業の紹介（登米中央商工会） （3）

●経営革新計画承認企業紹介 （4）

●経営力向上支援事例発表会 （4）

●平成23年度中小企業大学校仙台校研修のご案内 （5）

●日本政策金融公庫／国民生活事業ニュース （6）

●ある日の指導日誌 （6）

●独占禁止法相談ネットワーク （7）

●全国商工会会員福祉共済 （7）

●青年部 •女性部コーナー （8）

昭和４０年頃地域の商店会が寄付を募り植樹したこ
とから始まり、平成２年に㈶日本さくらの会から寄付さ
れた約１，０００本の若木が生長し、「みなみかた千本
桜」と呼ばれるようになりました。
旧迫川沿、高石から大袋にかけてこぼれんばかりに咲
いた桜並木は、もうすっかり南方の春の風物詩となって
います。
期間中は、満開の桜が道の両側から手を伸ばすように
アーチをつくり、見事な桜ロードを描いています。

■開催期間／平成23年４月中旬～下旬
■開催場所／登米市南方町高石（農道梶沼大袋線沿)
■交　　通／東北自動車道古川ICより車で30分
■問合せ先／登米市南方総合支所地域生活課
　　　　　　（みなみかた千本桜まつり実行委員会事務局）

ＴＥＬ0220-58-2112

みなみかた千本桜（登米市）

天　　野　　　忠　　正
株式会社髙橋プリント
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商工会は行きます　聞きます　提案します
～会員満足向上運動実施中～

今年度は
商工会法施行50周年
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松
島
町
商
工
会
（
福
田
正
朗
会

長
）
と
利
府
町
商
工
会
（
郷
右
近

義
光
会
長
）
は
、
約
一
年
間
に
亘

る
合
併
協
定
項
目
の
協
議
を
終

え
、
そ
れ
ぞ
れ
十
二
月
十
五
日
、

十
六
日
の
両
日
、
各
商
工
会
館
で

臨
時
総
会
を
開
催
し
、
合
併
契
約

の
承
認
並
び
に
設
立
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
し

た
。こ

れ
を
受
け
て
合
併
契
約
調
印

式
が
、
十
二
月
二
十
一
日
、
大
橋

健
男
松
島
町
長
（
代
理
・
西
村
晃

一
副
町
長
）
と
鈴
木
勝
雄
利
府
町

長
（
代
理
・
伊
藤
三
男
副
町
長
）

立
会
い
の
も
と
松
島
町
商
工
会
館

で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
二
十
名
が

見
守
る
中
、
合
併
の
方
式
や
期
日

な
ど
の
協
定
項
目
が
記
さ
れ
た
合

併
契
約
書
に
両
商
工
会
長
が
署
名

し
、
本
年
四
月
一
日
の
新
商
工
会

の
誕
生
に
向
け
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。

ま
た
、
両
商
工
会
か
ら
選
任
さ

れ
た
六
名
の
設
立
委
員
は
、
新
商

工
会
の
定
款
や
平
成
二
十
三
年
度

の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
の
作
成

な
ど
の
申
請
手
続
き
を
行
っ
た
後
、

県
か
ら
今
月
下
旬
に
合
併
認
可
書

が
交
付
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

【
名　
　

称
】

　
　

利
府
松
島
商
工
会

【
会
員
数
】

　
　

七
百
九
十
三
名

（
臨
時
総
会
時
現
在
）

【
合
併
方
式
】

　
　

新
設
合
併

【
事
務
所
】

　
　

利
府
事
務
所
（
主
）

　
　

松
島
事
務
所

美
里
町
商
工
会
（
伊
藤
正
雄
会

長
）
と
涌
谷
町
商
工
会
（
和
賀
孝

夫
会
長
）
は
、
約
一
年
間
に
亘
る

合
併
協
定
項
目
の
協
議
を
終
え
、

合
併
契
約
調
印
式
を
、
十
一
月

二
十
二
日
、
佐
々
木
功
悦
美
里
町

長
と
大
橋
荘
冶
涌
谷
町
長
立
会
い

の
も
と
美
里
町
商
工
会
館
で
行
っ

た
。関

係
者
約
二
十
名
が
見
守
る

中
、
合
併
の
方
式
や
期
日
な
ど
の

協
定
項
目
が
記
さ
れ
た
合
併
契
約

書
に
両
商
工
会
長
が
署
名
し
、
本

年
四
月
一
日
の
新
商
工
会
の
誕
生

に
向
け
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。こ

れ
を
受
け
て
、
十
二
月
二
日

そ
れ
ぞ
れ
の
商
工
会
館
で
臨
時
総

会
を
開
催
し
、
合
併
契
約
の
承
認

並
び
に
設
立
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
満
場
一
致
で
承
認
し
た
。

ま
た
、
両
商
工
会
か
ら
選
任
さ

れ
た
六
名
の
設
立
委
員
は
、
新
商

工
会
の
定
款
や
平
成
二
十
三
年
度

の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
の
作
成

な
ど
の
申
請
手
続
き
を
行
っ
た

後
、
県
か
ら
今
月
下
旬
に
合
併
認

可
書
が
交
付
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

【
名　
　

称
】

　
　

遠
田
商
工
会

【
会
員
数
】

　
　

九
百
十
三
名

（
臨
時
総
会
時
現
在
）

【
合
併
方
式
】

　
　

新
設
合
併

【
事
業
所
】

　
　

美
里
事
業
所
（
主
）

　
　

南
郷
事
業
所

　
　

涌
谷
事
業
所

4月1日誕生
－商工会合併－利府松島商工会・遠田商工会

みやぎ食料自給率向上県民運動標語　最優秀作品が決定しました
「ちょっとだけ　地元びいきの　お買いもの」

利　

府　

松　

島　

商　

工　

会

遠　
　

田　
　

商　
　

工　
　

会

握手を交わす福田会長（左）と郷右近会長（右）握手を交わす（左から順に）大橋町長、和賀会長、伊藤会長、佐々木町長
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商
店
街
の
道
路
は
、「
佐
沼
夏

祭
り
」「
豊
年
か
か
し
祭
り
」「
佐

沼
ど
ん
と
祭
」
等
で
頻
繁
に
歩
行

者
天
国
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
、
一
坪
テ
ン
ト
の
店

が
立
ち
並
ぶ
「
に
ぎ
わ
い
市
」
を

加
え
て
街
の
賑
わ
い
が
増
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
同
組
合
で
は
本
年
度
、

登
米
市
の
委
託
事
業
で「
街
の
駅
・

七
福
い
ち
ば
（
農
産

物
等
直
売
所
）」
の

事
業
も
実
施
し
て
お

り
、
商
工
会
と
し
て

も
、
商
店
街
活
性
化

に
向
け
一
体
化
し
た

支
援
を
続
け
て
い
ま

す
。

街
四
百
メ
ー
ト
ル
の
路
側
帯
を
緑

色
に
塗
装
・
整
備
す
る
な
ど
お
客

様
に
快
適
な
お
買
い
物
空
間
を
提

供
す
る
だ
け
で
な
く
、
商
店
街
の

個
性
の
創
出
を
図
り
ま
し
た
。

◎
会
長
さ
ん
の
ご
商
売
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

家
業
は
呉
服
店
を
営
ん
で
お
り

ま
す
が
、
昨
年
四
月
か
ら
「
道
の

駅
あ
・
ら
・
伊
達
な
道
の
駅
」
の

管
理
運
営
を
し
て
い
る
㈱
池
月
道

の
駅
の
代
表
取
締
役
を
務
め
て
お

り
ま
す
。

平
成
十
三
年
四
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
当
「
道
の
駅
」
は
、
国
道

四
十
七
号
の
大
崎
市
岩
出
山
に

あ
り
、
地
元
岩
出
山
の
生
産
者

約
二
百
七
十
名
が
真
心
を
こ
め
て

作
っ
た
季
節
の
野
菜
や
草
花
を『
旬

産
旬
味
』
と
し
て
販
売
し
、
現
在

産
直
・
テ
ナ
ン
ト
を
併
せ
て
年
商

約
十
三
億
に
上
り
、
全
国
で
も
有

数
の
成
功
例
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
で

紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
効
果
も
あ
っ
て
、
一
日
約

一
万
人
の
来
客
数
が
あ
り
、
特
に

春
や
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
周

辺
の
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
の
で
、
本
年
は
渋
滞
を
緩
和

す
る
道
路
を
整
備
す
る
な
ど
問
題

の
解
決
を
図
り
ま
す
。

地
元
食
材
『
凍
み
っ
ぱ
な
し
』
で

地
域
お
こ
し

玉
造
商
工
会

会
長　

舘
股　

秀
隆　
氏

◎
地
域
の
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

当
地
域
は
大
崎
市
東
部
に
位
置

し
、「
サ
サ
ニ
シ
キ
」
や
「
ひ
と
め

ぼ
れ
」
な
ど
の
米
ど
こ
ろ
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
米
価
の
下

落
に
よ
っ
て
農
家
の
経
営
が
厳
し

い
こ
と
か
ら
、
少
な
か
ら
ず
地
域

商
店
街
に
も
影
響
が
で
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
も
泉
質
、
湯

量
と
も
に
豊
富
な
温
泉
郷
を
有
す

る
鳴
子
地
域
で
す
が
、
団
体
か
ら

家
族
・
友
人
と
い
っ
た
小
グ
ル
ー
プ

へ
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴

い
、
宿
泊
客
の
減
少
や
廉
価
な
旅

行
料
金
に
よ
る
競
争
で
大
変
厳
し

い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

◎
商
工
会
が
取
組
む
事
業
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

本
年
度
全
国
展
開
支
援
事
業

に
取
組
ん
で
お
り
、
そ
の
目
玉
と

登
米
中
央
商
工
会
（
髙
橋
勝
利

会
長
）
で
は
、
空
洞
化
す
る
中
心

商
店
街
の
再
生
に
向
け
、
佐
沼
大

通
り
商
店
街
協
同
組
合
（
組
合
員

五
十
名
）
と
連
携
し
、
平
成
二
十

年
度
か
ら
三
年
間
に
亘
り
、
県
の

採
択
を
受
け
、「
商
店
街
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
戦
略
事
業
」
に
取
組
ん

で
お
り
ま
す
。

は
じ
め
の
二
年
間
に
は
、
年
五

回
程
の
「
に
ぎ
わ
い
市
」
の
開
催

や
「
七
福
大
通
り
」
の
ペ
ナ
ン
ト

作
成
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
に

手
掛
け
、
最
終
年
と
な
る
本
年
度

は
、
七
福
神
の
石
像
七
体
を
商
店

街
の
通
り
に
配
置
し
た
り
、
商
店

し
て
、
岩
出
山
地
域
の

伝
統
あ
る
食
材
で
、
凍

み
豆
腐
を
作
る
過
程
で

自
然
乾
燥
さ
せ
ず
に
冷

凍
し
た
「
凍
み
っ
ぱ
な

し
」
を
使
っ
た
創
作
料

理
「
凍
み
っ
ぱ
な
し
丼
」

「
凍
み
っ
ぱ
な
し
柳
川

風
」「
凍
み
っ
ぱ
な
し
ラ

イ
ス
バ
ー
ガ
ー
」「
凍
み
っ
ぱ
な
し

豆
乳
シ
チ
ュ
ー
」
の
四
品
を
考
案

し
ま
し
た
。

凍
み
っ
ぱ
な
し
は
、
ヘ
ル
シ
ー

で
い
ろ
い
ろ
な
味
が
出
せ
る
こ
と

か
ら
、
飲
食
店
ご
と
に
特
色
を
加

え
て
、
地
域
全
体
の
名
物
に
な
る

よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

中
心
商
店
街
再
生
に
向
け
て

佐
沼
大
通
り
商
店
街
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
戦
略
事
業

登
米
中
央
商
工
会

凍みっぱなし丼

通りに配置された七福神の寿老人

テント市と七福いちば

る
鳴
子
地
域
で
す中

商工会事業の
紹介
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【企業概要】

企業名：福内木工㈲
業　種：木製家具製造業
代表者：内山　岳彦　氏
所在地：名取市下余田字中荷

630番地の 2
ＴＥＬ：022-384-4597
ＵＲＬ：http://fukuuchi.jp/

当
社
は
長
年
に
亘
り
、
注
文
家

具
の
製
作
・
販
売
一
筋
に
事
業
を

行
っ
て
き
た
が
、
以
前
か
ら
家
具

製
作
過
程
で
発
生
す
る
木
ク
ズ
の

有
効
利
用
を
模
索
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
店
舗
内
装
に
古
木
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
こ
と
に
着
目
。

長
年
構
想
に
あ
っ
た
、
特
殊
な

技
術
で
不
燃
化
さ
せ
た
木
ク
ズ
を

造
形
し
、古
木
に
似
せ
た
擬
木「
お

ど
ろ
木
」
を
考
案
、
平
成
十
四
年

に
は
「
第
六
回
み
や
ぎ
も
の
づ
く

り
大
賞
」で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

そ
の
後
、
商
工
会
を
通
し
て
派

遣
さ
れ
た
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
改
良
を
続

け
、
よ
り
本
物
に
近
い
改
良
「
お

ど
ろ
木
」
が
完
成
。
更
に
開
発
技

術
の
応
用
で
、
岩
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
似
せ
た
製
品
の
開
発
に
も
成

功
、
宮
城
県
の
経
営
革
新

計
画
の
承
認
を
受
け
、
現

在
「
木
ク
ズ
不
燃
化
技

術
」
は
特
許
を
申
請
中
で

あ
る
。

今
後
は
、
経
費
を
掛
け

て
処
分
し
て
い
た
木
ク
ズ

の
有
効
利
用
（
造
語
・
木

サ
イ
ク
ル
）
が
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、「
お
ど
ろ
木
」

関
連
製
品
の
製
造
と
販
売

を
新
事
業
と
し
て
積
極
的

に
展
開
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
取
引
の
無
い
顧
客

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
可
能

と
な
り
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
で
既
存

事
業
の
売
上
拡
大
も
図
っ
て
い
き

た
い
考
え
だ
。

経
営
力
向
上
支
援
事
例
発
表
会

が
、
一
月
二
十
四
〜
二
十
六
日
に

亘
っ
て
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
、

県
・
市
町
村
担
当
者
を
含
め
、
三

日
間
で
約
二
百
名
が
参
加
し
た
。

本
発
表
会
は
、
県
下
二
十
六
エ

リ
ア
で
研
究
・
検
討
さ
れ
た
支
援

事
例
の
発
表
を
通
し
て
、
経
営
指

導
員
の
経
営
支
援
ス
キ
ル
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催

し
て
い
る
。

参
加
し
た
経
営
指
導
員
は
、
会

員
事
業
所
を
経
営
力
向
上
に
導
く

た
め
の
改
善
策
や
経
営
戦
略
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
提
案
し
、
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の

か
、
日
頃
の
支
援
事
例
を
発
表
し

合
っ
た
。

各
開
催
日
と
も
年
々
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
た
発
表
内
容
と
な
っ
て

お
り
、
指
導
講
師
よ
り
、
本
年
度

県
の
経
営
革
新
計
画
承
認
を
受
け

た
事
例
や
現
在
申
請
中
の
事
例
等

が
発
表
さ
れ
、
経
営
指
導
員
の
会

員
事
業
所
等
に
対
す
る
経
営
支
援

ス
キ
ル
は
着
実
に
高
ま
っ
て
い
る

と
の
講
評
を
い
た
だ
い
た
。

発
表
会
の
最
後
に
は
、
各
日
の

代
表
講
師
（
初
日
・
㈱
エ
ス
エ
ム

テ
ィ
の
小
島
壮
司
氏
、
二
日
目
・

㈱
タ
ケ
カ
ワ
経
営
事
務
所
の
竹
川

敏
雄
氏
、
最
終
日
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
オ
フ
ィ
ス
の
高

橋
正
典
氏
）
よ
り
、
経
営
力
向
上

の
た
め
に
経
営
指
導
員
は
ど
う
あ

る
べ
き
な
の
か
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

尚
、
各
開
催
日
毎
に
、
左
記
の

各
二
事
例
が
優
秀
支
援
事
例
と
し

て
選
考
さ
れ
た
。

プレゼンテーションを聞く参加者

色や、曲がり等も任意に製作可能な「おどろ木」

経
営
支
援
ス
キ
ル
を
向
上

―
経
営
力
向
上
支
援
事
例
発
表
会
―

経
営
革
新
計
画
承
認
企
業
の
紹
介
⑮

木
ク
ズ
を
再
利
用
し
て
擬
木

「
お
ど
ろ
木
」
を
開
発
！

福
内
木
工
㈲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

内
山　

岳
彦　

氏

（
名
取
市
商
工
会
）

経営力向上支援事例発表会優秀支援事例
月日 エリア・商工会名 業　種 テ　ー　マ

1 /24
多賀城・七ヶ浜 弁 当 製 造

販 売 業
弁当製造販売業者のオリジナルFCシステムの
構築

登米みなみ 表具内装業 ｢掛け軸、びょうぶ｣ に新風
　～表具内装業への経営力向上支援～

1 /25
玉造 菓子小売業 『特産品と笑品』を提供　～菓子小売業への経営力向上支援～
石巻市牡鹿稲井
・女川町

食 品 卸
加 工 業

釣り人集うまち金華山
　～新サービス提供による経営力向上支援～

1 /26
松島町・利府町 食 料 品 等

小 売 業
自社の「強み」を活かした地域密着型スーパー
への経営力向上支援

本吉唐桑 屋 内 配 線
工 事 業

アンテナ工事へ活路を求めて
　～屋内配線工事業への経営力向上支援～
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秋
保
地
区
は
、
仙
台
の
奥
座
敷

と
称
さ
れ
る
秋
保
温
泉
が
有
名
で

す
が
、
実
は
、
仙
台
箪
笥
・
陶
器
・

硝
子
・
漆
器
な
ど
約
三
十
名
の
工

芸
家
が
活
動
の
拠
点
を
構
え
る
全

国
有
数
の
工
芸
の
町
で
も
あ
り
ま

す
。仙

台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ

れ
た
平
成
十
九
年
度
と
比
較
す
る

と
、
秋
保
地
区
で
は
観
光
客
数
が

年
々
減
少
し
て
お
り
、
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

秋
保
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
地
元
の
商
工

業
者
で
構
成
す
る
秋
保
地
域
活
性

化
協
議
会
と
連
携
し
、
昨
年
度
全

国
展
開
支
援
事
業
を
実
施
し
、
私

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。テ

ー
マ
は
、
秋
保
山
里
の
四
季

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
、
秋
保
の
工

芸
と
地
元
食
材
を
活
用
し
た
新
商

品
開
発
に
取
組
む
こ
と
に
な
り
、

そ
の
中
で
特
に
重
点
を
置
い
た
こ

と
は
、
工
芸
家
の
匠
の
技
を
「
手

わ
ざ
手
し
ご
と
」と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、

実
際
に
工
芸
体
験
が
で
き
る
観
光

誘
致
策
を
加
え
た
観
農
商
工
連
携

の
創
出
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
初
は
職
人

で
あ
る
工
芸
家
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

が
衝
突
し
、
行
き
詰
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
話
合
い
を
重
ね

て
い
く
う
ち
に
、
工
芸
家
同
士
に

連
帯
感
が
生
ま
れ
始
め
ま
し
た
。

今
年
度
は
東
北
工
業
大
学
の
協

力
の
下
、
工
芸
と
食
を
融
合
し
た

展
示
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
回
を
重
ね
る
に
連
れ
、
皆
で

秋
保
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
心

意
気
が
日
増
し
に
強
く
な
っ
て
い

る
事
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
秋
保
の
工
芸

家
の
作
品
を
一
堂
に
販
売
す
る
場

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年

十
一
月
に
「
秋
保
手
し
ご
と
館
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
観
光
客
が
各
工
房
に

も
足
を
運
ん
で
貰
え
る
よ
う
に
、

情
報
を
発
信
し
な
が
ら
、
秋
保
の

「
手
わ
ざ
手
し
ご
と
」
が
新
た
な

秋
保
の
観
光
の
目
玉
に
な
る
よ
う

継
続
し
て
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
今
ま
で

交
流
の
無
か
っ
た
工
芸
家
の
方
々

と
も
情
報
交
換
す
る
こ
と
が
で

き
、
改
め
て
出
会
い
の
大
切
さ
を

実
感
し
て
お
り
、
秋
保
の
発
展
と

と
も
に
経
営
指
導
員
と
し
て
成
長

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

秋保の
『手わざ手しごと』で
観光誘致
～手をつなごう観農商工連携～

みやぎ仙台商工会
主任主査　伊　藤　香　名

日本政策金融公庫 国民生活事業からのご案内

《セーフティネット貸付の概要》

貸付限度額

設備資金 :１５年以内（３年以内）ご返済期間（据置期間）

利　　　率
（基準利率 : 年２．25％～）
（平成23年1月17日現在）

経営環境変化資金
４，８００万円

｢第三者保証人等を不要とする融資｣の上乗せ利率：０．６５％ ➡ ０．３５％

■セーフティネット貸付利率低減措置終了間近!!
政府の経済対策にもとづく利率の低減措置等のお取り扱い期限は平成23年3月31日までとなっておりま
す。窓口の混雑が予想されますので、お早めにご相談ください。

日本政策金融公庫仙台支店国民生活事業は、平成23年2月14日に下記の通り店舗を移転いたしました。
（なお、新店舗には駐車スペースがございません。ご不便をおかけしますが、ご了承ください。）
＜新店舗＞〒980-8452 仙台市青葉区中央1－6－35  東京建物仙台ビル9階（1階が宮交仙台高速バスセンターのビルです）

TEL０２２－２２２－５１７３（ＴＥＬ番号は変更ありません。）

運転資金 :　８年以内（３年以内）

：基準利率
※政府の経済対策にもとづき、融資後 2 年間は「基準利率－０．５％」の利率が適用されます。

：基準利率 （次に該当する方は、引下げ利率が適用されます） 
①雇用の維持や拡大を図る方 ➡「基準利率－０．２％」
②最近の売上・利益率が減少している方 ➡「基準利率－０．３％」 
※①､②の両方に該当する方  ➡「基準利率－０．５％」

設備資金

運転資金

店舗移転の
お知らせ
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お問合わせは　お近くの商工会まで
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く
り
は
ら
発
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で

地
域
情
報
を
Ｐ
Ｒ

―
栗
原
南
部
商
工
会
青
年
部
―

安い掛金で大きな安心

お問い合わせ　お申し込みは あるいは直接 宮城県火災共済協同組合もよりの商工会 へ TEL0222（263）1265　FAX022（267）2878

火
災
共
済

自
動
車
共
済

医
療
総
合
共
済

休
業
補
償
共
済

各
種
共
済

そ
の
他

本
県
青
年
部
連
合
会
で
は
、
創

業・経
営
革
新
事
業
や
地
域
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
先
進
的
な
事
業
に

取
組
む
青
年
部
を
支
援
す
る
た
め

に
、
提
案
公
募
型
事
業
と
し
て
募

集
を
募
り
、事
業
内
容
、将
来
性
、貢

献
性
の
観
点
か
ら
選
考
を
行
った
上

で
事
業
費
の
一
部
を
支
援
し
て
い
る
。

平
成
二
十
二
年
度
は
栗
原
南
部

商
工
会
青
年
部
が
採
択
さ
れ
、
本

事
業
に
取
組
ん
だ
。

都
市
部
で
は
、
無
料
の
情
報
誌

が
溢
れ
て
い
る
が
、
栗
原
市
内
に

経
営
者
と
し
て
の
自
己
研
鑽
の

意
識
を
高
め
よ
う
と
、
宮
城
県
商

工
同
友
会
（
会
員
三
十
八
名
）
が

一
月
二
十
日
、
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ

フ
ィ
ー
ル
ド
仙
台
で
経
営
資
質
向

上
研
修
会
を
開
催
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
経
営
者

に
と
っ
て
避
け
て
通
る
こ
と
が
で

き
な
い
金
融
に
つ
い
て
、
梅
津
経

営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
務
所
の

代
表
で
あ
る
梅
津
義
人
氏
よ
り
、

「
中
小
企
業
融
資
の
審
査
の
ポ
イ

ン
ト
〜
金
融
機
関
と
の
付
き
合
い

方
と
資
金
調
達
術
〜
」
と
題
し
て

講
演
い
た
だ
い
た
。

梅
津
氏
は
、
自
身
が
元
銀
行
員

融
資
担
当
だ
っ
た
経
験
を
踏
ま
え

て
、「
金
融
機
関
が
ど
の
よ
う
な

視
点
か
ら
決
算
書
を
見
て
い
る

か
、
ま
た
景
気
低
迷
に
よ
り
、
売

上
や
客
単
価
の
拡
大
が
見
込
め
な

い
現
状
に
お
い
て
、
資
金
繰
り
表

を
作
成
す
る
こ
と
が
企
業
活
動
の

継
続
に
繋
が
っ
て
い
く
重
要
な
要

因
で
あ
る
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

参
加
者
は
、
メ
モ
を
取
る
な
ど

し
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。

は
そ
う
い
っ
た
も
の
が
無
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
地
域
密
着
型
情
報
誌
の

発
行
を
企
画
。

栗
原
市
内
で
初
の
本
格
的
な
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
な
の
で
、「
な
ん
だ
こ

の
本
は
？
」
と
手
に
取
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
名
前
を
「
ナ
ヌ
コ
ノ
？
マ
ガ

ジ
ン
」
に
決
定
し
た
。

青
年
部
員
が
手
分
け
し
て
、
市

内
の
商
店
一
軒
一
軒
に
趣
旨
を
説

明
し
な
が
ら
広
告
掲
載
の
営
業
を

行
い
、
七
月
七
日
記
念
す
べ
き
創

刊
号
五
千
部
を
発
行
し
た
。

県
下
商
工
会
女
性
部
正
副
部
長

七
十
六
名
が
一
同
に
会
し
、
商
工

会
女
性
部
正
副
部
長
研
修
懇
談
会

が
二
月
十
八
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
。

㈱
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

高
安
千
穂
氏
が
基
調
講
演
し
、「
日

本
の
小
規
模
企
業
者
は
、
生
活
と

経
営
が
一
体
化
し
て
お
り
、
仕
事
と

家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
困

本
情
報
誌
を
発
行
す
る
こ
と
で
、

広
告
掲
載
企
業
に
とって
は
認
知
度
、

集
客
力
向
上
、
ま
た
、
将
来
開
業

を
考
え
て
い
る
若
者
や
青
年
部
未
加

入
者
に
とって
は
、
青
年
部
加
入
の

喚
起
を
促
す
な
ど
役
立
つ
情
報
の
供

給
源
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

難
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
を
調
和
さ

せ
る
こ
と
で
相
乗
効
果
を
生
み
出
す

こ
と
が
大
事
で
あ
る
」と
強
調
し
た
。

続
い
て
、
女
性
部
が
取
組
ん
で

い
る
事
例
と
し
て
、
松
島
町
商
工

会
女
性
部
の
山
崎
光
子
部
長
が

「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
」、
栗
駒
鶯

沢
商
工
会
女
性
部
の
三
浦
直
子
副

部
長
が
「
つ
る
し
飾
り
作
製
」
の

活
動
内
容
を
発
表
し
た
。

最
後
に
、「
地
域
に
お
け
る
こ

れ
か
ら
の
女
性
部
活
動
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
女
性
の
感
性
を
活

か
し
た
地
域
貢
献
の
あ
り
方
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
た
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
っ
て
？

―
商
工
会
女
性
部
正
副
部
長
研
修
懇
談
会
―

経
営
資
質
向
上
研
修
会

資
金
繰
り
を
強
化

―
宮
城
県
商
工
同
友
会
―

紙面には店主が教えるマル秘情報が満載

質問に答える山崎部長（左）と三浦副部長（右）
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